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研究の概要 

 申請者はマウスを用いて、睡眠時の大脳皮質のトップダウン入力が記憶の維持を担うこ

とを解明している。そこで、トップダウン入力を受ける大脳皮質表面の I層の分子・シナプス

動態の解明に取り組んでいる。シナプス後部構造である樹状突起スパインにおいて、興奮

性シナプス入力を担う AMPA 受容体を生体蛍光イメージングした。スパインにおける平均

AMPA 受容体量は睡眠時に減少した。この睡眠時の平均 AMPA 受容体量の減少は、脳

活動の恒常性を保つ上で重要と考えられる一方で、覚醒時に学習した情報を忘却させてし

まう懸念がある。つまり、睡眠時の脳動態が、何故記憶を忘却させるのではなく、記憶の維

持に重要であるのかは未だに解明されていない。そこで、本研究は、個々のスパインにお

ける AMPA 受容体量を定量して、学習と睡眠の相互作用の仕組みを理解することを目的

とした。 

研究の成果 

 記憶の維持に睡眠を必要とする運動学習試験として、Complex Wheel試験を用いた。運

動学習はスパインの AMPA 受容体量を平均的に増加させた。一方で、運動学習前及び運

動学習後の睡眠は、スパインの AMPA 受容体量を平均的に減少させた。運動学習によっ

て AMPA 受容体量が特に増加した一部のスパイン (Max スパイン) は、運動学習後の睡

眠や断眠の影響を受けずに保護されていた。一方で、その他のスパインは運動学習後の

睡眠時に AMPA 受容体量が減少し、この減少は断眠によって阻害された。そして、運動学

習後の AMPA 受容体量の減少は、運動記憶成績と相関していた。これらより、運動学習後

の睡眠は、大部分のシナプスをクールダウンさせて、運動記憶を担うシグナルを相対的に

強化していると考えられる。 
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